
  

  

    
銘柄ポーク好感度コンテスト 味覚部門で SPF 系統 豚が 上位入賞 

静岡県中小家畜試験場堀 内 篤 

東京ビッバサイトで 本年 2 月 23 日から 25 日の 3  1. 好感度コンテストの 概要 

日間，「 2000 食肉産業 展 」が開催された ( 事務局     1) 審査万法および 出品銘柄の概要 

㈱食肉通信社 コ 。 その時男Ⅱイベントとして ，食肉 コンテストは ，銘柄名を公表しないブラインド 

産業 展 来場者の自由参加で 銘柄豚肉を審査する 方式で行われ ，アンケート 用紙を提出した 後に初 

「銘柄ポーク 好感度コンテスト」が 行われ，全国 めて銘柄 名 が明かされる 仕組みになっていた。 

から自慢の銘柄豚肉が 出品された。 本 コンテスト 先ず，会場入り 口近くに設置された 冷蔵 ケース 

は食肉産業 展 来場者の審査であ り，食肉の専門家 に各銘柄のロース 肉が展示されており ，来場者は 

や 銘柄 内 に対する豊富な 知識を持った 消費者によ ここでロース 肉の外観を評価する。 外観評価は 

る 銘柄豚肉に対する 適正な評価がなされたものと 「肉色」，「脂肪 色 」，「肉質」 ( きめ，締まり ) の 3 

恩 、 われる。 項目について 各 5 点満点で採点した。 

そこで，その 好感度コンテストの 結果と味覚部 続いて 冷 シャ ブ による試食が 行われ，味覚にっ 

門 で上位入賞した 銘柄の特徴および 高品質銘柄 囲 いても同様に「柔らかさ」，「おいしさ」，「風味」 

生産について 育種学的 観 ，点から考えてみたい。 の 3 項目について 各 5 点満点で採点した。 

表 Ⅰ 銘柄ポーク好感度コンテスト 出品銘柄の特徴 

NO 銘 柄 名 口ロ ロ 種 備 考 

  十和田湖高原ポーク SPF 桃豚 LW  . D SPF 豚 ，系統造成 豚 

2 高 品 質 ・ 庄 内 豚 LW  . D 系統造成 豚 

3  ニ ホ ン カ イ ポ ー ク L 系統造成 豚 

4 新 潟 産 深 雪 餅 豚 LW  . D 

5  熟 成 麦 豚 LW  . D 
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8  彩 の 国 黒 豚 B 

9  スーパーコールデンポーク WB  . D 

10 浜 名 湖 そ だ ち W  L  . D S PF 系統造成 種豚 

11 マ ル ト 純 粋 黒 豚 B 

12  鹿児島県 産 純粋黒豚 B 

13  讃 岐 麦 豚 l,W  . D S PF 琢 

14 ふ れ 愛 ・ 媛 ポ ー ク LW . D 系統造成 豚 
B
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表 2  銘柄ポーク好感度コンテスト 項目別上位入賞銘柄 

順位 
肉 

外 観 審 査 項 目 

色 脂 肪 色 肉 質 外観審査総合得点 
  彩 の 国 黒 豚 彩 の 国 黒 豚 かごしま 地養 黒豚 彩 の 国 黒 豚 

  2  鹿児島県 産 純粋黒豚 かごしま地震黒豚 鹿児島県 産 純粋黒豚 かごしま地震黒豚 

3  浜名湖 そ だち 鹿児島県 産 純粋黒豚 浜名湖 そ だち 鹿児島県 産 純粋黒豚 

順位 
味 覚 審 査 項 目 

柔らかさ おいしさ 風 味 味覚審査総合得点 
  ㎡ 咄湖 高原ポーク SPF 桃豚 浜名湖 そ だち かごしま 地養 黒豚 浜名湖 そ だち 
2 彩 の 国 患 琢 鹿児島県 産 純粋黒豚 鹿児島県 産 純粋黒豚 十和田湖高原ポーク SPr 桃豚 

3  和啄 もちぶた 十和田湖高原ポーク SPm 桃豚 彩 の 国 黒 豚 彩 の 国 黒 豚 

出品銘柄 名 および品種は 表 1 に示すとおり 全国 得点では 1 位から 3 位までが黒豚となり ，見た目 

からえりすぐられた 15 銘柄であ る。 その品種構成 では黒豚が三元豚肉に 比べ若干優れていた。 

は バークシャ一種 ( 黒豚 ) が 4 銘柄，黒豚の 雑種 しかし 冷 シャ ブ を試食したときの 味覚部門の 

が 1 銘柄， WL.D および LW.D が g 銘柄， ラン 審査結果は外観審査とは 若干異なっていた。 すな 

ドレース 種 1 銘柄で，食肉店の 店頭では別格とさ わち「柔らかさ」では ，日本 SPF 豚 協会認定 農 

れている黒豚と 三元交雑 豚が 同じ土俵で評価され 場 (0 有 ) ポークランド ) の「十和田湖高原ポー 

る構図となった。 飼養形態としては 安心・安全な ク SPF 桃豚 」が第 1 位となった。 また，「おい 

豚肉に対する 消費者ニーズを 反映して， SPF 種 しさ」では，静岡型銘柄 豚 「浜名湖 そ だち」が 第 

豚を利用している 4 銘柄のほか，衛生管理に 留意 1 位 ，次いで「鹿児島県 産 純粋黒豚」となり 僅差 

している銘柄が 数多くみられた。 また，枝肉形状 で「十和田湖高原ポーク SPF 桃豚 」が第 3 位に 

や肉質の安定した 銘柄内生産のため 系統造成 琢の つづき，必ずしも 黒豚の評価は 高くなかった。 

利用が 5 銘柄あ った。 味覚部門の総合得点では ，第 1 位が静岡型銘柄 

2)  アンケート結果 豚 「浜名湖 そ だち」，第 2 位「十和田湖高原 ポ一 

アンケートの 結果を表 2 に示した。 肉色では 第 ク SPF 桃豚 」，第 3 位「彩の国黒豚」と S PF 種 

1 位「彩の国黒豚」，第 2 位「鹿児島県 産 純粋黒 豚を利用している 2 銘柄が黒豚よりも 優れた肉で 

豚 」と黒豚がっづき ，第 3 位が WL . D の静岡型 あ るとの評価を 得た。 

銘柄 豚 「浜名湖 そ だち」となった。 一方，脂肪 色 なお， これら 2 銘柄は系統造成された SPF 種 

で は 大麦の添加など 飼料の影響もあ ると思われる 琢を利用していることで 共通している。 そこで， 

が 純粋黒豚が優れる 傾向を示した。 そして外観に 静岡型銘柄 豚 「浜名湖 そ だち」の生産方式と 系統 

より評価した 肉質は ， 「かごしま 地養 黒豚」，「 鹿 造成豚の特徴および 肉質の遺伝分析について 紹介 

児島純粋黒豚」に 次いで静岡型銘柄 豚 「浜名湖 そ する。 

だち」が第 3 位となった。 その結果，外観の 総合 
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2, 「浜名湖 そ だち」の交配様式 

「浜名湖 そ だち」は静岡県が 普及推進している 

静岡型銘柄豚の 個別銘柄の一 つ であ る。 その生産 

方式は，静岡県が 造成した 人 ヨークシャ一種系統 

豚 「フジ ヨ一 タ 」とランドレース 種の交雑 豚を母 

豚として利用している。 「フジョータ」に 交配す 

る ランドレース 種は，組合せ 検定試験により「フ 

ジザクラ」 ( 山梨県系統 豚 ), 「シンシュウ L 」 ( 長 

野県系統 豚 ) と相性が良いことを 確認した。 した 

がって， この Fl 雌 豚は繁殖性が 良好で，雑種強 

勢効果の発現により 強健性に富み ，飼いやすいと 

いう特徴があ る。 そして，高品質な 豚肉を生産す 

るために止め 雄を「フジロック」とするのも 静岡 

型銘柄豚の特徴であ る。 

すな む ち，品種の特徴を 科学的に解析し 欠点 

を補う組合せで 両親よりも高い 能力を発揮する 雑 

種強勢効果を 最大限に利用したハイプリッド ( 育 

種理論に基づいた 雑種 ) 豚であ る。 

3. 系統造成 豚 とは 

わが国における 雑種利用は 1960 年頃 から始まり 

三元交雑が定着するようになったが ，生産される 

肉 豚の不揃いが 問題となった。 もちろん飼い 方や 

出荷の技術の 問題もあ るが，遺伝的にも 品種内の 

ばらつきが大きく ，同じ形の品種の 組合せでも， 

交雑種の能力が 不揃いであ った。 そこで，揃った 

素 豚の大量生産のため ，遺伝的なばらつきが 品種 

よりもはるかに り ¥ さい集団として「系統」を 造成 

する。 そして系統豚を 用いた系統間交雑により ， 

能力の揃った 肉 豚を生産する 方法が考え出された 0 

さらに，系統豚の 能力はばらつきが 少ないばかり 

でなく，長期に 能力の安定した 豚を多数生産でき 

る メリットもあ る。 

  
実際にどの程度の 血縁関係があ れば「系統」と 

呼べるかというと ，集団の平均血縁係数が 20% 以 

上で， しかも，どの 個体同士の血縁係数をとって 

みても 10% 以上であ ると規定されている。 血縁係 

数は，親子で 50%, 兄弟同士で 50%, 異母兄弟同 

士で 25%, いとこ同士で 12.5% であ るから，系 

統 豚は ，いとこ 同モ から異母兄弟程度の 血縁関係 

の集団ということになる。 

4. 静岡県における 系統造成 

静岡型銘柄 豚は ，あ らかじめ交配様式を 決定し， 

雌型と雄型の 役割を明確にした 上で育種目標を 定 

め系統造成した。 その育種目標および 造成の方法 

は次のとおりであ る。 

1) 大 ヨークシャ一種系統 豚 「フジョーク」の 造成 

雌系 の 雌 として利用するための 大 ヨークシャー 

種は繁殖性に 優れ，産肉性が 良好な雌型の 種豚の 

造成を育種目標とした。 遺伝率の低い 繁殖形質の 

改良には，強い 選抜 圧 をかけ ろ 必要があ る。 そこ 

で，大きな集団から 基礎豚を選抜するため ，その 

選定に当たって 分娩頭数が 13 頭以上，離乳頭数が 

11 頭 以上の成績を 2 産 以上持つ母豚もしくは ， そ 

の子 豚を カナダおよび 国内の種 豚 2,000 頭余の候 

補から選定した。 

造成は第一世代を S 押 化し，産肉形質は 選抜指 

数法，繁殖形質は 独立淘汰 法 で改良を行った。 

また，良質の 肉を生産するためには ，雌型系統 

豚 であ っても不良肉質遺伝子を 排除しておく 必要 

があ り， DNA 診断技術を用いてわが 国初の不良 

肉質遺伝子を 排除した 人 ヨークシャ一種系統 豚が 

完成し「フジョータ」と 命名した。 

2) デュロッタ 種 系統 豚 「フジロッタ」の 造成 

デュロック 種 系統 豚は 「おいしい豚肉」生産を 

  

                
    

    

 
 

  
        
                            
          
        
    
                                        
                      

拙 lAboutS ㎡ n8NalB2 ㎝ 0 
一 6 一 

日本SPF豚研究会 All About Swine, 18, 4-8 (2000)



    
  
  
    
  
  

ば雙 Ⅸ         
  
    
    
        
  
    
        
        
          
    
  
  
      

  

  
  
  
  
  
" 
    ㌔Ⅴ 
  
    
  
  

銘柄ポーク好感度コンテスト 味覚部門で S Ⅰ系統 豚が 上位入賞 

表 3  フジロック造成過程の 成績から算出した 表彰・遺伝相関および 遺伝率 

筋肉 内 保水力 伸展率 形質増体重 一日平均背脂肪ロース 厚さ B 『面 @ ォ責 脂肪 明度 (L 値 )  遺伝率 
筋肉 内 脂肪 rg 0 ・ 39 0 ・ 工 2 0 ・ 08 Ⅰ p 一 0 ・ 02  一 0 ・ 08 0 ・ 41 0 ， 41 

保 水 力 0 ． 01 0 ・ 19 0 ・ 46  一 0 ・ 19 0 ． 40  一 0 ． 35 0 ・ 43 

伸 縮 率 一 0 ． 40  一 0 ． 48 0 ． 26  一 0 ． 26  一 0 ． 52 一 0 ・ 22 0 ． 48 

明度 (L 値 )  0 ． 63 0 ・ 31  一 0 ・ 26 0 ． 42  一 0 ． 56  一 0 ， 20 0 ， 52 

rP: 表 空相関 ( 右上 ) rg: 遺伝相関 ( 左下 ) 

第一目標とし ，産肉性，強健性の 優れた系統の 造 

成を開始した。 

肉質の改良は ，不良肉質遺伝子を DNA 診断に 

より排除するとともに ，同腹 豚の肉質調査から 保 

水力，肉色が 良好で筋肉 内 脂肪 ( 脂肪交雑 ) の多 

い優れた肉を 生産する兄弟を 選抜した。 調査豚の 

肉質は遠心法保水力が 68% 程度と非常に 優れてい 

た 。 このように保水力が 優れている理由として ， 

「 フケ肉 」等の異常肉を 発生することで 知られて 

いる不良肉質遺伝子 ( 豚骨格筋リアノジンレセプ 

ター (RYRl) 遺伝子 ) を保有する個体 ( ヘテロ 

個体も含む ) を排除したことによるものと 考えら 

れた。 

一万，肉の味を 左右する筋肉 内 脂肪は，世代を 

追って高めることができた。 背脂肪が薄くなった 

種 における筋肉的脂肪の 3% 程度と比較して 高かっ 

た。 その結果，最終世代調査 啄め ロース芯には ， 

脂肪が網目状に 入った脂肪交雑が 明確に確認でき 

ものとなった ( 写真 D)o 

3) 肉質の遺伝分析 

表 3 に造成過程における 調査豚の成績から 推定 

した菱形相関，遺伝相関および 遺伝率を示した。 

筋肉 内 脂肪の遺伝率は ， 0 ・ 41 と推定され， 産肉 

形質と同様に 遺伝率の高い 形質であ る。 ところが， 

背脂肪 厚と 正の高い遺伝相関， ロース断面積と 負 

の遺伝相関があ り産肉能力を 高めながらの 改良は 

単純ではないと 考えられていた。 しかし本系統 

造成の成績から 推定した筋肉 内 脂肪と背脂肪 厚お 

よび ロース断面積との 遺伝相関は，それぞれ 0 ． 1 ム 

0 ・ 08 といずれも低かった。 このことから 背脂肪を 

最終世代においても 5.65% と 一般的なデュロック 薄くしながら 筋肉 内 脂肪を増加できたものと 考え 

Ⅰ 
られた。 

保水力，伸展率および 肉色 (L 値 ) の遺伝率は， 

それぞれ 0 ・ 43, 0 ・ 48, 0 ・ W2 と推定された。 このよ 

うに肉質に関する 遺伝率は相当高く ，高品質 内 生 

産のためには 種豚 選びが重要であ るといえる。 

おわりに 

筆者と SPF 豚の出会いは 静岡県中小家畜試験場 

の大ヨークシャ 一種の系統造成からであ る。 それ 。 Ⅰ 1 Ⅰ i 『 
写真 1  肱ん 」交雑の入った「フジロック」のロース 芯 まで優良豚肉の 生産には 6 ヵ月程度の飼育期間が 
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必要であ り， 5 ヵ月齢でと殺した 豚の肉質は未熟 されたときこそ 最良の肉が生産できるのであ る。 

で 品質が劣っていると 考えていた。 しかし SPF  このことは，今回の 銘柄 豚 好感度コンテストの 結 

豚の肉質を調査するようになってから 琢の発育と 果をみても明らかであ る。 消費者の望む「安心・ 

肉質の関係について 考えを変える 必要があ ると 感 安全」で「おいしい 豚肉」の生産は 高品質内生産 

じた。 すなわち疾病の 影響を受けない SPF 環境下 に適した 種 豚を用い，良好な 衛生環境でストレス 

では，豚の持っている 遺伝的能力が 最大限に発揮 をかけずに飼育することにより 可能となる。 
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